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税
金
・
保
険
・
年
金

令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
税

問
資
産
税
課

☎  （
8
7
6
）1
2
7
6

☎  （
8
7
6
）1
2
7
8

●
納
税
通
知
書
の
発
送

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、

４
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、資
産
税

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限

第
１
期
の
納
期
限
は
、５
月
２
日

（
月
）で
す
。納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
・
督
促
手
数
料
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、納
税
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
早
め
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
土
地
と
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

地
方
税
法
第
４
１
６
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、令
和
４
年
度
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
資

産
と
他
の
資
産
を
比
べ
て
、資
産
が

適
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。期
間
を
過
ぎ
る
と
縦

覧
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日（
金
）～
５

月
２
日（
月
）※
土
日
・
祝
日
を
除
く

時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

【
40
歳
以
上
の
人
が
対
象
者
】

令
和
４
年
度
は
り
、き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
施
術

利
用
券
の
交
付
申
請
が
は
じ
ま

り
ま
す

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  （
8
7
6
）1
2
8
8

１
回
の
施
術
に
つ
き
８
０
０
円

を
助
成
し
ま
す
。※
１
セ
ッ
ト
６
回

分
、最
大
２
セ
ッ
ト
ま
で
。

実
施
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）ま
で

対
象
者

40
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
特
定
健
診
を
受
診

し
た
人
ま
た
は
受
診
す
る
見
込
み

の
人
。た
だ
し
、国
民
健
康
保
険
税

に
滞
納
の
な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
。

制
限

施
術
は
、市
の
指
定
す
る
担

当
施
術
所
で
、被
保
険
者
１
人
に
つ

き
、１
日
１
回
の
利
用
で
す
。

申
請
方
法

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
持
っ
て
、国
民
健
康
保
険

課
へ
申
請
く
だ
さ
い
。予
算
の
都
合

上
、利
用
券
の
交
付
を
年
度
途
中
で

終
了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎  （
8
7
6
）1
2
8
4

令
和
４
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
６
５
９
０
円
で
す
。在
学
中
で

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
間

令
和
４
年
度
の

学
生
納
付
特
例
申
請
は
４
月
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。ま
た
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
ま
で
申
請
が

で
き
ま
す
。（
令
和
４
年
４
月
は
、令

和
２
年
３
月
分
〜
令
和
５
年
３
月

分
ま
で
申
請
可
能
）

※
令
和
４
年
度
の
一
般
免
除
申
請

の
受
け
付
け
は
７
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

対
象

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
の
学
生（
対
象
校
に
在
学
中
の
人
）

審
査
基
準

①
本
人
の
令
和
４
年

度（
令
和
３
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
）の
所
得

②
災
害
・
失
業
・
事
業

の
廃
止
等
の
事
由

年
金
を
受
け
る
と
き

老
齢
基
礎

年
金
受
給
に
必
要
な
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
が
、10
年
以
内
に
追
納
が
な

い
場
合
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給
要

件
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。

年
金
手
帳
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
に
変
わ
り
ま
す

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎  （
8
7
6
）1
2
8
4

問
浦
添
年
金
事
務
所

☎  （
8
7
7
）0
3
4
3

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、新
た

に
年
金
制
度
に
加
入
す
る
人
、年
金

手
帳
の
紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
を

申
請
す
る
人
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。す
で
に
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
を
持
っ
て
い

る
場
合
、基
礎
年
金
番
号
通
知
書
へ

切
り
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
知
書
に
関
し
て
詳
し
く
は
、日
本

年
金
機
構
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、浦
添
年
金

事
務
所（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に

②
↓
②
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎  （
8
7
6
）1
2
8
4

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
産
前
産
後
期
間
）の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。多
胎
妊
娠

の
場
合
は
、出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
の
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か

ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
、死
産
、流
産
、

早
産
を
含
み
ま
す
。

届
出
受
付
期
間

出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
届
出
が
可
能
で
、出

産
後
も
届
出
で
き
ま
す
。

対
象

出
産
日
ま
た
は
出
産
予
定

日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者（
出
産

す
る
本
人
が
対
象
で
す
）

※
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と

は
、農
林
漁
業
や
自
営
業
を
営
む
人
、

無
職
の
人
、学
生
ま
た
は
そ
れ
ら
の

人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  （
8
7
6
）1
2
9
2

５
月
か
ら
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
ま
す
。教
室
に
よ
り
、開
催
日

時
や
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

（
初
め
て
の
人
を
優
先
）

申
込
方
法

い
き
い
き
高
齢
支
援
課

へ
電
話
で
予
約
後
、窓
口
で
申
込
書

を
記
入
。

各
教
室
定
員
に
達
し
次
第
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。ま
た
、教
室
参
加

の
前
に
実
施
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、教
室
の
開
催
期
間

等
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ
（
筋
ト

レ
）】

期
間

2
か
月
間（
週
２
回
）

費
用
1
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

場
所

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、浦
添
バ
ー

ク
レ
ー（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用
）

【
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）】

期
間

2
か
月
間（
週
２
回
）

費
用
1
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

場
所

○
A
N
A
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

障
が
い
者
の
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
お
よ
び
自
動
車
改

造
費
を
助
成
し
ま
す

問
障
が
い
福
祉
課

☎  （
８
７
6
）1
2
6
7

10
万
円
を
限
度
と
し
て
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

●
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

当
該
年
度
の
３
月
10
日
ま
で
に

自
動
車
免
許
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
人
は
、教
習
所
へ
入
校
す
る
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い（
県
内
の
教
習

所
に
限
る
）。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育

手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
人
で
自
動

車
運
転
免
許
取
得
資
格
が
あ
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑（
認
印

可
）、履
歴
書（
任
意
の
様
式
）、３
か

月
以
内
の
運
転
免
許
適
正
相
談
結

果
票
、障
害
者
手
帳

●
自
動
車
改
造
費
の
助
成

自
動
車
を
改
造
す
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
者

上
肢
障
害
、下
肢
障
害
ま

た
は
体
幹
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
す
る
人

対
象
自
動
車

身
体
障
が
い
者
本

人
の
名
義
で
、本
人
が
運
転
す
る
自

動
車

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑（
認
印

可
）、改
造
業
者
見
積
書
、車
検
証
、

運
転
免
許
証
、身
体
障
害
者
手
帳
、

所
得
課
税
証
明
書（
本
人
ま
た
は
扶

養
義
務
者
等
）

障
が
い
者
等
の
自
発
的
活
動
を

支
援
し
ま
す（
団
体
へ
の
支
援
）

問
障
が
い
福
祉
課

☎  （
８
７
6
）1
2
6
7

障
が
い
者
が
日
常
生
活
等
を
営

む
上
で
生
じ
る「
社
会
的
障
壁
」を
除

去
す
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
団
体
等
の
活

動
の
う
ち
、5
万
円
を
上
限
と
し
て

市
が
認
め
た
予
算
の
範
囲
内
で
必
要

な
経
費
を
支
援
し
ま
す
。対
象
と
な

る
団
体
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

浦
添
市
内
を
拠
点
と
し
、情

報
交
換
等
・
災
害
対
策
・
孤
立
防
止

（
見
守
り
）活
動
・
社
会
復
帰
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
そ
の
他
自
発
的
な

活
動
と
し
て
市
が
認
め
る
活
動

申
請
期
限

４
月
28
日（
木
）

申
込
方
法

必
要
書
類
を
障
が
い

福
祉
課
へ
提
出

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号
最新の情報は市ホームページでご確認いただくか、問い合わせ先へご連絡ください。
新型コロナウイルス感染症の状況により、イベント開催の可否、内容の変更などがある場合があります。

●市内の土地または家屋の納税者・納税管理人
●代理人（納税者からの委任状が必要です）

納税通知書または運転免許証などの本人確認ができるもの
※代理人が縦覧する場合は上記に加え委任状

浦添市役所2階 資産税課窓口
4月1日（金）～5月2日（月）（土日・祝日を除く）

午前8時30分～午後5時15分（正午～午後1時を除く）

無料

縦覧できる人

縦覧場所

縦覧期間

受付時間

必要なもの

手数料

　納骨室と合葬室を備えた新しい形態の公営墓です。建物自体が
一つの大きなお墓となっており、市が将来にわたって管理していく
ため「お墓がない」「お墓を継ぐ人がいない」という人でも安心して
利用することができます。

「浦添市施設型共同墓」とは…

56,000 円
80,000 円
160,000 円
98,000 円
138,000 円
265,000 円
30,000 円

１壇に
つき

６年
12年
32年
６年
12年
32年
永年

１体用
納骨壇

2体用
納骨壇

施設型
共同墓

墓園施設 区　分 単　位 使用期間 使用料

合葬室（直葬） 1体につき

納
骨
室

1. 納骨室の使用期間が経過した後は、合葬室へ埋蔵します。
2. 納骨室の使用料には、合葬室の使用料も含まれています。

※環境保全課で募集要項、申込書を配布しています。

　①浦添市に住所を有する人（または死亡時に浦添市民であった
　　者の焼骨を埋蔵する人）
　②祭祀を主宰する人
　③焼骨を所持している人（生前予約は除く）
◆合葬室および２体用納骨壇（焼骨を1体埋蔵する人に限る）について
　は、以下の要件を満たせば、生前に申し込みすることも可能です。
　①浦添市に住所を有する人
　②自己の使用を目的とすること
　③申請時の年齢が65歳以上であること（合葬室）

施設型共同墓 ２体用納骨壇

●納骨室…焼骨を合葬室に共同埋蔵する前に６年間、12年間また
　は32年間、１体用もしくは２体用の納骨壇に埋蔵する施設です。２
　体用については、焼骨を１体埋蔵することで、将来ご自身のため
　に確保しておくこともできます。
●合葬室…複数の焼骨を共同で埋蔵する施設です。個人やご夫婦
　等で生前に申し込むことも可能です。
●参拝室…納骨や回忌法要時に利用できる施設です。（要予約）
●共同参拝所…香炉や花瓶等を備えた場所で５組が同時に参拝す
　ることができます。

■使用料金

■使用資格

使用料（合葬室分）納付

使用料（2体用納骨壇分）納付

10年

合葬室で合葬

埋蔵予定

夫の焼骨

夫の焼骨 妻の焼骨

妻
（埋葬予定）

焼骨

生存（10年間）

夫の焼骨を埋蔵

妻（申込者）死亡
妻の焼骨は、夫の焼骨と
同じ納骨壇で24年間埋蔵

骨壷から1体ずつ納骨袋に移しかえ、
夫婦ともに合葬室に合葬します。

妻生存（8年間）

死　亡

許可日

8年

32年

許可日

生前予約（合葬室）※65歳以上が条件
生前に自己の焼骨の埋蔵を目的として本人が申し込み、許可を受けた日から
10年後にその本人が亡くなった場合

使用例 生前予約（2体用納骨壇）※焼骨を1体埋蔵することが条件

夫婦用として、ご健在である妻が申込者として2体用32年の許可を受け、
夫の焼骨を埋蔵し、許可日から8年後に妻が亡くなった場合。
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